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 生後 7 週齢の Wistar 雄ラットを用いた。ジエチルエーテルで麻酔したのち、経心臓的に
0.1 M リン酸緩衝液に 4 %のパラホルムアルデヒドと 0.2 %ピクリン酸を加えた溶液で灌流
固定し、同溶液で２時間の固定後に、30 %ショ糖緩衝溶液で一晩処理した。その後凍結し、
クライオスタットで 20 µm の凍結切片を作成した。免疫組織化学は常法に従った。一次抗
体として、抗 BMP2 抗体 (サンタクルーズ社)を用いた。抗 BMP2 抗体の特異性を確認する
ため、enzyme-linked immunosorbent assay (ELISA)、ウェスタンブロット、吸収試験を行った。 
［結果］ 
























BMP2 と BMP4 の比較においては、BMP4 は大脳皮質や海馬の錐体細胞などの樹状突起に豊
富に発現するのに対して、BMP2 の発現は主に細胞体に限局していた。このことは、BMP2
と BMP4 の細胞内の局在が異なることを示している。これまで BMP2 と BMP4 の作用の違


















網羅的に解析した。雄性 Wistar 系ラット(7 週齢)をジエチルエーテル麻酔後、経心臓的に 4 %
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パラホルムアルデヒドと0.2 %ピクリン酸を0.1 Mリン酸緩衝液に加えた溶液で灌流固定し、
同溶液で２時間の固定後に、30 %ショ糖緩衝溶液で一晩処理し、20 µm の凍結切片を作成し
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